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研究成果の概要：　学校現場では，SDGs目標 15「陸の豊かさも守ろう」につながる取り組みの 1 つとして，森
林の生態系機能や林業および木材利用の意義について理解が進む森林環境教育が期待されている。そこで本研究
は，児童が森林に関心をもち森林の多面的機能やその保全の重要性を正しく理解できることを目的とし授業実践
とその効果の検討を行った。
　主な成果は，森林環境教育に関わるオンライン型の学習の開発が進み，意識調査から効果的な授業になったと
判断できた。そして，１年間の森林環境教育の効果を検討したところ，森林保全に対する意識が高く，緑の循環
を理解し，木材を利用しながら森を守る意識を持つ児童が多くなったことが分かった。

研究分野：森林環境教育

キーワード： 森林環境教育　SDGs　小学校　オンライン型授業　教科横断型カリキュラム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　今年度は，コロナ禍に影響を受け，全国的に臨時休校・分散登校によるオンライン型の学習を行った学校が多
かった。このような社会情勢の中，教育現場では学びを止めないよう創意工夫が行われ，オンライン型の学習の
開発が進んだこともその一つに挙げられる。
　本研究では，森林環境教育の対面授業の一部をオンライン型の学習で実施したが，意識調査において，「森の
学習が理解できた」の回答は84％であったことから，効果的な授業になったことが判断できた。一方で「実験は
自分で確かめたい」の回答は69％であり，オンライン型の学習よりも学校で行うこれまでの対面授業の方を望ん
でいる児童が多いことも分かった。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 

SDGs 目標 15「陸の豊さも守ろう」は，陸上生態系の保護，回復および持続可能な利用の
推進，森林の持続可能な管理，砂漠化への対処，土地劣化の阻止および逆転，ならびに生物多
様性損失の阻止を図ることとしている。学校教育現場では，目標 15「陸の豊かさも守ろう」
につながる取り組みの 1 つとして，森林の生態系機能や林業および木材利用の意義について
の理解が進む森林環境教育が期待されている。この森林環境教育を推進するにあたり，児童が
森林に関心をもち，森林の多面的機能やその保全の重要性を正しく理解できるようになるため
には，小学校での取り組みが重要であると考えられるが，現実には，十分な取り組みは少なく，
森林環境教育の推進には困難な点が多い。 

そこで，本研究は，児童が森林に関心をもち森林の多面的機能やその保全の重要性を正しく
理解できることを目的とし，これまで行ってきた研究で明らかとなった課題を解決するため，
研究の方法に 3つの変更・改善点を加え次のように実践していくこととした。 

1つは，対象を第 5・6 学年とし，第 5 学年は社会科を第 6 学年は理科を中心とした，2 年
間の教科横断型カリキュラムを再編成していく。 

2 つは，野外学習の 1 つとして，三重県総合博物館 MieMu，植物園等を活用した体験型授
業を開発し，社会見学に位置付け，教科横断型カリキュラムに取り入れていく。 

3 つは，コロナ禍においても学習が停滞しないよう，GIGAスクール構想で設置された ICT 

機器を活用し，効果的なオンライン型の学習を開発する。 

２．研究成果 

本年度はコロナ禍により，本校でも臨時休校・分散登校によるオンライン型の学習が行われ
た。それは，研究計画段階では想定していない変更であったため，予定通りの学習を進められ
なかったり，授業の実施方法に様々な制約ができたり，社会見学等の校外活動の中止・変更が
あったりしたため，上記の「教科横断型カリキュラムの実施」，「野外活動としての社会見学の
実施」の一部を計画通り進められなかった。そのためいくつかの計画を変更しながら研究を進
めた結果，次に挙げるような成果と課題となった。 

(1) 主な成果 

 ① 森林環境教育に関わるオンライン型の学習の開発 

GIGA スクール構想で設置された ICT 機器を活用し，オンライン型の学習を開発・実践
しながら，森林環境教育を進めることができた。具体的には以下の 8つの学習を開発できた。 

(ⅰ)  実験「はいた息に含まれる二酸化炭素」① 

     人がはいた息に含まれる二酸化炭素を，石灰水を用いて調べた実験動画である。人がはい
た息には二酸化炭素が多く含まれていることを理解させる授業で使用する。 

(ⅱ)  実験「はいた息に含まれる二酸化炭素」② 

     人がはいた息に含まれる二酸化炭素を，島津理化のワイヤレス CO2 センサーを用いて調
べた実験動画である。ビニール袋の中にセンサーを入れ，そこにはいた息を集め，二酸化
炭素の増加の様子を iPad に表示された折れ線グラフから理解させる授業で使用する。 

(ⅲ)  実験「燃焼による二酸化炭素」① 

     物を燃やす前の空気と物が燃えた後の空気を，石灰水を用いて調べた実験動画である。物
が燃えた後の空気には二酸化炭素が多く含まれていることを理解させる授業で使用する。 

(ⅳ)   実験「燃焼による二酸化炭素」② 

     物を燃やす前の空気と物が燃えた後の空気を，ワイヤレス CO2センサーを用いて調べた
実験動画である。密閉容器の中にセンサーを入れ，そこでろうそくが消えるまでの二酸化
炭素の増加の様子を iPad に表示された折れ線グラフから理解させる授業で使用する。 

(ⅴ)  実験「発電のしくみ」 

     モーターを回すことで，発電できることを調べた実験動画である。手回し発電機は，ハン
ドルを回すことでモーターが効率よく回転し発電できることを理解させる授業で使用する。 

(ⅵ)  実験「火力発電のしくみ」 

     発生した蒸気で，モーター（発電機）を回転させて発電するしくみを，実験と資料映像で
まとめた動画である。沸騰すると笛が鳴るやかんを使って蒸気の実験をし，電力会社が公
開している模型を使った映像を合わせて，火力発電のしくみを理解させる授業で使用する。 

(ⅶ)  実験「光合成の二酸化炭素吸収」 

     植物の光合成で二酸化炭素が減少することを，ワイヤレス CO2センサーを用いて調べた
実験動画である。密閉容器の中にセンサーと植物の苗木を入れ，容器全体にライトを当て，
二酸化炭素が時間の経過とともに減少していくことを理解させる授業で使用する。 

(ⅷ)  観察「神社調査」～イチイガシの二酸化炭素固定量調査～（野外活動の代替授業） 

     樹木に含まれる二酸化炭素の固定量を調査する観察動画である。三重県農林水産部が発行
している「三重の森林とわたしたちのくらし」p,6 に掲載されている野外活動を行い，樹
木が二酸化炭素をたくわえるはたらきがあることを理解させる授業で使用する。 

これらの動画はオンライン型の学習で使用しただけでなく，YouTube に限定配信でアップ



 

 

ロードしており，いつでも授業で使用することができるようにした。また児童らには，ロイ
ロノートを使って動画を配信したため，個人の iPad で，いつでも視聴できる環境を整えた。 

② 意識調査によるオンライン型の学習の効果の検討 

  オンライン型の学習の効果の検討を意識調査で検討した。対象は本校 6 年 1 組 29 人の児
童で，主な結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの結果から，「オンライン型の学習は分かりやすい」の肯定的な意見は 79％，オンラ

イン型の学習を通した「森の学習が理解できた」の肯定的な意見は 84％であったことから，児

童らの意識の中では概ね効果的な授業になったことが判断できる。一方で，「実験は自分で確か

めたい」の肯定的な意見は 69％に及び，動画を用いた演示実験よりも，自ら確かめる個人・グ

ループ実験を求める児童が多かったことから，オンライン型の学習よりも学校で行うこれまで

の対面授業の方を望んでいる児童が多いことも分かった。 

これらの事から，コロナ禍によって対面授業が行えないときの代替的なオンライン型の学習

としては，効果的な授業を開発できたと判断できるものの，児童らが自身で行う実験を取り入

れたこれまでの対面授業と比較して効果的な学習になったかは判断できなかった。 

③ 意識調査による森の多面的機能の理解の検討 

  １年間を通した森林環境教育の効果を意識調査で検討した。対象は本校 6 年 1 組 29 人の

児童で，主な結果は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から，「森を大切にしないといけない」の肯定的な意見は 97％となり，森林保

全に対する意識は高い結果となった。そして，日本の人工林保全を進めていくために，森林の

多面的機能の理解は必然であるが，「木はなるべくきらないほうがよい」では，否定的な意見は

55％であり，「木とプラスチックではプラスチック製品の方が良い」では，否定的な意見は 93％

となったことから，緑の循環を理解し，木材を利用しながら森を守るという意識を持つ児童が

多いことが分かった。なお，「木はなるべくきらないほうがよい」については，設問の設定があ

いまいになってしまい，肯定的な意見をもった児童の中には熱帯雨林をイメージした場合もあ

り，森林保全に対する意識は，もう少し高い割合になっていた可能性があることも分かった。 

(2) 課題と今後の展望 

コロナ禍のため，突然，オンライン型の学習で授業を進めることになったことから，教科横
断型カリキュラムの中に，オンライン型の学習をはっきりと位置付けずに実施してしまった授
業もいくつか出てきた。その結果，「実験は自分で確かめたい」といった思いをもつ児童が多か
ったり，森林に関心をもち森林の多面的機能やその保全の重要性を実感をもって理解できるよ
うになるには不十分であったりした。 

これからの展望として，これらを克服するためには，オンライン型の学習で理解できるもの
と，これまでの対面授業における協同的な学習で理解できるものとを区別して教科横断型カリ
キュラムに位置付け，それぞれの役割をはっきりとさせながら実践していくことが大切である
と考える。この実践を行った後で，児童が森林に関心をもち，森林の多面的機能やその保全の
重要性を正しく理解できるようになることを再検証していきたいと考える。 

  

オンライン型の学習は分かりやすい 森の学習が理解できた 

 

実験は自分で確かめたい 

   

森は大切にしないといけない 木はなるべくきらないほうがよい 
木とプラスチックではプラス

チックの製品の方が良い 
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